
『道路見える化計画』について(1)

１．『道路見える化計画』について

①道路の課題道路の課題をデータできちんと把握きちんと把握します。

②解決を急ぐべきところ解決を急ぐべきところから重点的重点的にに対策対策します。

③道路行政道路行政をもっと分かりやすく見える化もっと分かりやすく見える化します。

道路見える化計画のコンセプト道路見える化計画のコンセプト

新しい道路行政マネジメントを実践する委員会新しい道路行政マネジメントを実践する委員会

資料ー３

交通安全・渋滞
見える化プランの策定

道路行政部局
（関東地方整備局など）

国民・道路ユーザー
（納税者）

現場見える化プロジェクト

計画（PLAN）

交通安全・渋滞
見える化プランの実施

交通安全・渋滞見える化
プランの成果の見える化

反映（ＡＣＴＩＯＮ）

実施（DO） 評価（CHECK）

【今後計画していくもの】
・国道16号 梅の木交差点
・国道15号 大黒町入口交差点

【事業中】
・国道 1号 原宿交差点
・国道16号 横浜町田立体 等

【供用済み】
・国道246号 新石川立体
・国道 1号 小田原箱根道路
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２．要対策箇所の選定方法
①要因別の評価手法に基づく、要対策箇所を検討すべき範囲の特定

県内の道路
延長約20％
の区間で移動
性が阻害

【移
動
性
阻
害
要
因
】

【分
析
対
象
エ
リ
ア
の
抽
出
】

抽出

移動性阻害エリア

詳
細

分
析

②要対策地区・箇所の抽出

県内道路延長※の約５％の区間を厳選

③利用者ｱﾝｹｰﾄの実施

各地区・箇所とも
阻害と感じる方が７割以上

④要対策地区・箇所の選定

１３地区３４箇所を選定

約９割が「移動性が阻害されている」

と感じると回答

約９割が「移動性が阻害されている」

と感じると回答

13地区34箇所のアンケート結果を合計すると

　　　強く感じる

　　　感じる　　　

　　　あまり感じない

　　　全く感じない

　　　強く感じる

　　　感じる　　　

　　　あまり感じない

　　　全く感じない

　　　対策が必要

　　　阻害と感じるが対策は不要

　　　阻害と感じない　　　　　

　　　対策が必要

　　　阻害と感じるが対策は不要

　　　阻害と感じない　　　　　

移動性が阻害されていると感じるか 対策が必要と感じるか

47.2%43.9%

7.3%

1.7%

72.2%

18.9%

8.9%

約７割が「対策が必要」と回答約７割が「対策が必要」と回答

利用者
意見

利用者意見
の反映

渋滞

渋滞損失時間が
大きい

【指標】渋滞損失時間４５０人時/ｋｍ/日以上

　　（※区間・方向・平休日別損失時間の上位約1割に相当）

旅行速度が低い 【指標】旅行速度１０ｋｍ/ｈ未満
（※VICSにおける渋滞の判定基準値に相当）

渋滞する時間が長
い

【指標】VICSの渋滞時間１，０００分/日以上
（※区間別渋滞時間の上位約1割に相当）

■ VICSによる渋滞の定義： 旅行速度10km/h以下

渋滞する時間が長
い

【指標】渋滞がひどいとの意見があった地点
※資料・横浜環状北西線PIでいただいたご意見（横浜国道H16～17）

　　ヨコハマの道路に関する意識調査業務報告書（横浜市H17）

最大の渋滞長・
通過時間が長い

【指標】主要渋滞ポイントの定義に該当する
■ 主要渋滞ポイントの定義
・DID地区内： 最大渋滞長500m以上or 最大通過時間5分以上

・DID地区外： 最大渋滞長1,000m以上or 最大通過時間10分以上

道路構造

【指標】道路管理者により以下の視点で抽出
　・道路が屈曲している
　・曲線部に交差点がある
　・車線数の増減が複雑
　・その他（直轄国道で高さ制限がある）など

気象・自然条件

降雨など異常気象
により通行が規制

【指標】事前通行規制区間の内、

通行止が平均1回/年以上発生、かつ交通量が
14,000台/日以上（過去３年間H14～16）
（※交通量14,000台/日は県内の地方道平均に相当）

一般的に走行
しづらい道路構造

災害

災害により通行が
規制

災害による通行止は過去3年間（H14～16）
実績がないため指標から除く

※主要地方道以上を対象
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渋滞する時間が
長い

渋滞する時間が
長い
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■ 要対策箇所として選定
　　された１３地区３４箇所
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番号 箇所 阻害要因

1-1 国道１号 多摩川大橋～下末吉交差点 渋滞

1-2 国道１号 浜松町交差点 渋滞

1-3 国道１５号 大黒町入口交差点 渋滞

1-4 国道１５号 栄町交差点 道路構造

1-5 (主) 東京丸子横浜線 綱島交差点 渋滞

1-6 (主) 東京丸子横浜線 大豆戸交差点 渋滞

1-7 (主) 東京大師横浜線 京急大師線踏切付近 道路構造

1-8 (主) 横浜生田線 浅間下交差点～岡野交差点 渋滞

1-9 国道１号 保土ヶ谷橋交差点 渋滞

1-10 国道１号 不動坂交差点 渋滞

2-1 国道１６号 青砥坂交差点～杉田交差点 渋滞

3-1 国道１６号 吉倉町～追浜町 道路構造

3-2 (主）横須賀三崎線 衣笠十字路交差点 渋滞

4-1 国道１号 原宿交差点 渋滞

5-1 国道１号 工業団地入口交差点 渋滞

6-1 国道２４６号
新石川交差点～江田駅東交差点
～市ヶ尾交差点

渋滞

7-1 国道２４６号 市役所入口交差点～桜坂交差点 渋滞

8-1 国道４０９号 京急大師線踏切付近 渋滞

9-1 国道１６号 梅の木交差点 渋滞

9-2 国道１６号 東名横浜町田IC付近 渋滞

10-1 国道１６号 鵜野森交差点～若松２丁目交差点 渋滞

11-1 国道２４６号 金田交差点～文化会館入口交差点 渋滞

11-2 国道１２９号 国道２４６号交点～船子北谷交差点 渋滞

11-3 (主)町田厚木線 相模大橋東交差点 渋滞

12-1 (主)原宿六浦線 笠間交差点 渋滞

13-1 国道１号 宮の下交差点 渋滞

13-2 国道１３５号 石橋IC（西湘ＢＰ）～早川口交差点 渋滞

13-3 国道２５５号 飯泉入口交差点 渋滞

国道２０号 与瀬～吉野（通行規制区間） 自然災害

国道２０号 藤野町中心部(吉野～小渕） 道路構造

国道４６７号 光ヶ丘交差点 渋滞

国道４６７号 桜ヶ丘交差点 渋滞

(主)横浜伊勢原線 用田交差点 渋滞

国道２４６号 向原 道路構造

地区・ 路線名

1 川崎横浜都心地区

2 横浜横須賀連結地区

3 横須賀地区

4 原宿地区

湘南地区

6 横浜川崎北西地区

厚木秦野地区

5

7

川崎縦貫地区

9 保土ヶ 谷地区

相模原地区

8

10

11 さ がみ縦貫地区

横浜南部地区

13 小田原箱根地区

12

18

19

14

15

16

17

［渋滞データの分析］ 渋滞損失時間が高い上位から抽出

利用者アンケートによると

移動性の阻害感

非常に高い

要対策箇所は学識者や道路利用者
の代表からなる委員会での助言を

受けて選定しています。

要対策箇所は学識者や道路利用者
の代表からなる委員会での助言を

受けて選定しています。
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選定区間：

区間数：１５，３３８（国道・主要地方道）

県平均渋滞損失時間
70.1千時間/年・km

上位１割区間に約４割の
渋滞損失時間が集中

国道16号東名横浜IC入口交差点
最大渋滞損失時間（直轄国道）

1,226千時間/年・km

渋滞損失の大きい
区間を選定

18

３. 要対策エリア・箇所
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『道路見える化計画』について(4)

４．『道路見える化計画』の浸透について

【記者発表（H18.6.21）】 【新聞記事】

産経新聞H18.6.22 建通新聞H18.6.29

【リーフレット（７種類）】

リーフレットの配布状況

※自治体には窓口等での配架を依頼

神奈川新聞H18.4.6
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